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１．2026年７月期の連結業績（2025年８月１日～2026年７月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年７月期 － － － － － － － －

2025年７月期 － － － － － － － －

(注) 包括利益 2026年７月期 －百万円( －％) 2025年７月期 －百万円( －％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年７月期 － － － － －

2025年７月期 － － － － －

(参考) 持分法投資損益 2026年７月期 －百万円 2025年７月期 －百万円

(注) 当連結会計年度は連結決算短信の作成初年度であり、また、連結子会社のみなし取得日を連結会計年度末日とし

ていることから、当連結会計年度においては貸借対照表のみを連結しているため、連結経営成績については記

載を省略しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年７月期 10,945 7,627 69.7 697.64

2025年７月期 － － － －

(参考) 自己資本 2026年７月期 7,627百万円 2025年７月期 －百万円

(注) 2026年７月期より連結財務諸表を作成しているため、2025年７月期の数値については記載しておりません。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2026年７月期 － － － －

2025年７月期 － － － －

(注) 当連結会計年度は連結決算短信の作成初年度であり、また、連結子会社のみなし取得日を連結会計年度末日とし

ていることから、当連結会計年度においては貸借対照表のみを連結しているため、連結キャッシュ・フローの

状況については記載を省略しております。

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年７月期 － 0.00 － 16.00 16.00 174 24.8 2.6

2026年７月期 － 0.00 － 18.00 18.00 196 23.8 2.7
2027年７月期(予想) － 0.00 － 20.00 20.00 25.8



３．2027年７月期の連結業績予想（2026年８月１日～2027年７月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 8,373 － 441 － 512 － 296 － 27.16

通期 17,176 － 1,115 － 1,257 － 847 － 77.49

(注) 当連結会計年度は連結決算短信の作成初年度であり、また、連結子会社のみなし取得日を連結会計年度末日と
していることから、当連結会計年度においては貸借対照表のみを連結しているため、対前期増減率については
記載を省略しております。

※ 注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名） 成田冷蔵株式会社 、除外 －社（社名） －

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年７月期 10,934,000 株 2025年７月期 10,907,600 株

② 期末自己株式数 2026年７月期 424 株 2025年７月期 422 株

③ 期中平均株式数 2026年７月期 10,916,963 株 2025年７月期 10,869,553 株

(参考) 個別業績の概要

１．2026年７月期の個別業績（2025年８月１日～2026年７月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年７月期 16,212 8.7 1,034 21.7 1,191 17.4 825 17.5

2025年７月期 14,918 10.1 850 10.7 1,015 5.1 702 5.2

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

円 銭 円 銭

2026年７月期 75.63 75.46

2025年７月期 64.64 64.24

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年７月期 10,939 7,627 69.7 697.64

2025年７月期 10,452 6,972 66.7 639.22
(参考) 自己資本 2026年７月期 7,627百万円 2025年７月期 6,972百万円

２．2027年７月期の個別業績予想（2026年８月１日～2027年７月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 8,321 3.1 424 △27.3 493 △26.6 284 △31.0 25.98

通期 17,073 5.3 1,100 6.4 1,240 4.1 841 1.9 76.96



※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当社グループは、当連結会計年度が連結初年度であり、また、連結子会社のみなし取得日を連結会計年度末日と

していることから、当連結会計年度においては、貸借対照表のみを連結しているため、連結損益計算書、連結包括

利益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。そのため、

（１）当期の経営成績の概況、（３）当期のキャッシュ・フローの概況に関する記載につきましては、個別財務諸

表に係る数値を記載しています。

当連結会計年度における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続いたものの、緊

迫化する中東情勢等のリスクを背景としたエネルギー・原材料価格の高騰に加え、円安の長期化に伴う輸入コスト

の上昇など、引き続き予断を許さない状況で推移いたしました。

当社の属する高齢者向け配食サービス市場においては、高齢者人口の増加を背景に底堅い需要が継続する一方、

物流コストの上昇や深刻な配達人材不足が顕在化しており、業界全体での効率化対応が急務となっております。

高齢者施設向け食材販売市場においては、食材費・光熱費等の高騰に加え、人材不足が施設運営の圧迫要因とな

っております。こうした中で、調理工程の簡略化やコスト削減を目的とした外部委託ニーズは一段と強まっており、

当社の提供する食材サービスの重要性は、より高まっているものと認識しております。

冷凍弁当の販売市場においては、単身世帯の増加や健康意識の高まりを背景に市場は活性化しておりますが、新

規参入企業の増加により競争環境は引き続き激化しております。

このような状況のもと、売上面においては、FC加盟店向けにおける上半期のコメ価格の上昇や、高齢者施設向け

での冷凍食材需要の増加、及び2025年９月の価格改定が寄与いたしました。さらに、直販・その他の冷凍弁当にお

ける2025年10月以降の段階的な価格改定施策もあり、全体として増収を達成いたしました。

製造面においては、外部委託食材の内製化を推進したことで、労務費や製造経費が増加したものの、高齢者施設

等や直販における需要増加が奏功し、売上総利益は改善いたしました。

販売管理費については、運賃コストの上昇に伴う物流費の増加に加え、売上拡大を目的とした広告宣伝費を積極

的に投入いたしました。

また、2026年６月には東海・関西方面の配送効率の向上、物流網の強化を目的として、成田冷蔵株式会社の株式

を取得し、連結子会社化いたしました。

この結果、当事業年度における売上高は16,212,562千円(前事業年度比8.7％増)、営業利益は1,034,923千円(同

21.7％増)、経常利益は1,191,586千円(同17.4％増)、当期純利益は825,681千円(同17.5％増)となりました。

販売区分別の経営成績は次のとおりであります。

① ＦＣ加盟店

FC加盟店については、オンデマンド型説明会や撤退店舗の近隣オーナーへの引継ぎ強化等を行い、当連結会計

年度末の店舗数は899店舗となりました。また、原材料価格や人件費の上昇に対応するため、2025年12月に価格改

定を実施しております。

この結果、当事業年度の売上高は9,392,288千円(前事業年度比0.3％増)となりました。

② 高齢者施設等

高齢者施設等においては、人手不足による省力化ニーズから冷凍食材を中心とした営業活動を推進いたしまし

た。また、原材料価格や人件費等の上昇に伴い、2025年９月に価格改定を行いました。同時に、より利便性の高

いご飯付き冷凍弁当の取扱いを開始いたしました。

この結果、当事業年度の売上高は2,516,497千円(前事業年度比33.2％増)となりました。

③ 直販・その他

直販・その他においては、ECを主体とした冷凍弁当の直接販売（BtoC）において、広告宣伝の最適化やWEBプロ

モーションによる積極的な販促活動を展開いたしました。また、製造コストの上昇に伴い、2025年10月より段階

的な価格改定を行っております。

この結果、当事業年度の売上高は4,303,776千円(前事業年度比17.3％増)となりました。



株式会社シルバーライフ(9262) 2026年７月期 決算短信

‐3‐

（２）当期の財政状態の概況

(流動資産)

当連結会計年度末における流動資産は、4,419,088千円となりました。

主な内訳は、現金及び預金が1,712,524千円及び売掛金が1,489,858千円であります。

(固定資産)

当連結会計年度末における固定資産は、6,526,572千円となりました。

主な内訳は、建物（純額）が2,911,964千円及び機械及び装置（純額）が1,691,567千円であります。

なお、のれんは成田冷蔵株式会社の株式を取得し連結子会社化したことに伴い発生したものであります。

(流動負債)

当連結会計年度末における流動負債は、2,175,757千円となりました。

主な内訳は、未払金が857,090千円、買掛金が551,635千円及び１年内返済予定の長期借入金が339,396千円であ

ります。

(固定負債)

当連結会計年度末における固定負債は、1,142,234千円となりました。

主な内訳は、長期借入金が1,002,195千円であります。

(純資産)

当連結会計年度末における純資産は、7,627,669千円となりました。

主な内訳は、利益剰余金が6,162,843千円であります。

なお、当社グループは、当連結会計年度が連結初年度であり、前期は連結財務諸表を作成していないため、前

期との比較は行っておりません。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前事業年度より79,284千円増加し、

1,678,156千円となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、1,718,867千円(前事業年度は1,519,421千円の獲得)となりました。

収入の主な内訳は、税引前当期純利益1,182,026千円、減価償却費942,267千円であり、支出の主な内訳は、法

人税等の支払額337,301千円であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、1,128,683千円(前事業年度は1,000,072千円の使用)となりました。

支出の主な内訳は、有形固定資産の取得による支出959,312千円、子会社株式の取得による支出116,654千円で

あります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、510,900千円(前事業年度は185,568千円の使用)となりました。

支出の主な内訳は、長期借入金の返済による支出339,396千円、配当金の支払額174,714千円であります。

（４）今後の見通し

当社グループの属する高齢者向け配食サービス市場は、団塊の世代が2025年に75歳に到達し、後期高齢者人口

及び一人暮らし高齢者世帯は拡大傾向にあります。

フランチャイズを展開しているFC加盟店では、需要が継続している一方で、エネルギー・原材料価格の上昇や

慢性的な配達人材不足等により、FC加盟店の店舗数は減少傾向となっております。

このような状況を踏まえ、外部のM&Aサイトを活用した撤退店舗の近隣オーナーへの引継ぎ強化等の施策を継続

するとともに、店舗数の拡大による成長から、１店舗あたりの売上増加による成長へと方針を転換し、事業拡大

に注力して参ります。

高齢者施設等では、介護にあたる人材不足が一層深刻化しており、介護に従事されるスタッフの負担軽減や業

務の効率化が求められています。このような状況から、完調品である冷凍商材の需要が高まっており、冷凍商材



株式会社シルバーライフ(9262) 2026年７月期 決算短信

‐4‐

の営業強化を継続することで売上の拡大を見込んでいます。

直販・その他では、EC販売（BtoC）において、当事業年度では市場全体の競争が激化している中、競合よりも

安価な価格設定を維持していることで販売数は増加し、売上は拡大傾向にあります。引き続きWEBプロモーション

やSNSを活用した販売促進活動を行うことで売上が拡大すると予想しております。

売上原価においては、世界情勢の影響等による包装資材などの仕入価格の上昇を見込んでおりますが、引き続

き冷蔵食材の自社製造割合を増加させることで、外部調達コストの削減及び製造効率の向上を図り、原価率の改

善を目指しております。

販売費及び一般管理費においては、売上増加に伴う運賃や広告宣伝費の増加を見込んでおります。

これらの結果、2027年７月期の連結業績見通しにつきましては、売上高17,176百万円、営業利益1,115百万円、

経常利益1,257百万円、親会社株主に帰属する当期純利益847百万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っておりませんので、日本基準に基づき財務諸表を作成して

おります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

当連結会計年度
(2026年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,712,524

売掛金 1,489,858

商品及び製品 396,137

原材料及び貯蔵品 193,212

前払費用 86,374

未収入金 528,488

その他 102,363

貸倒引当金 △89,870

流動資産合計 4,419,088

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,911,964

構築物（純額） 250,846

機械及び装置（純額） 1,691,567

車両運搬具（純額） 87,648

工具、器具及び備品（純額） 132,601

土地 669,733

リース資産（純額） 2,730

建設仮勘定 180,567

有形固定資産合計 5,927,659

無形固定資産

ソフトウエア 215,493

のれん 58,543

その他 80,113

無形固定資産合計 354,149

投資その他の資産

長期貸付金 27,316

破産更生債権等 1,066

長期前払費用 13,135

繰延税金資産 133,005

長期未収入金 114,416

その他 89,815

貸倒引当金 △133,992

投資その他の資産合計 244,762

固定資産合計 6,526,572

資産合計 10,945,661
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(単位：千円)

当連結会計年度
(2026年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 551,635

１年内返済予定の長期借入金 339,396

未払金 857,090

未払費用 51,483

未払法人税等 230,497

預り金 28,736

株主優待引当金 855

契約負債 29,535

リース債務 1,061

その他 85,466

流動負債合計 2,175,757

固定負債

長期借入金 1,002,195

リース債務 1,806

預り保証金 130,315

長期契約負債 4,706

その他 3,210

固定負債合計 1,142,234

負債合計 3,317,991

純資産の部

株主資本

資本金 737,891

資本剰余金 727,891

利益剰余金 6,162,843

自己株式 △957

株主資本合計 7,627,669

純資産合計 7,627,669

負債純資産合計 10,945,661
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

当連結会計年度が連結財務諸表の作成初年度であり、また、連結子会社のみなし取得日を連結会計年度末日として

いることから、当連結会計年度においては貸借対照表のみを連結し、連結損益計算書は作成しておりません。

連結包括利益計算書

当連結会計年度が連結財務諸表の作成初年度であり、また、連結子会社のみなし取得日を連結会計年度末日として

いることから、当連結会計年度においては貸借対照表のみを連結し、連結包括利益計算書は作成しておりません。

（３）連結株主資本等変動計算書

当連結会計年度が連結財務諸表の作成初年度であり、また、連結子会社のみなし取得日を連結会計年度末日とし

ていることから、当連結会計年度においては貸借対照表のみを連結し、連結株主資本等変動計算書は作成しており

ません。

（４）連結キャッシュ・フロー計算書

当連結会計年度が連結財務諸表の作成初年度であり、また、連結子会社のみなし取得日を連結会計年度末日とし

ていることから、当連結会計年度においては貸借対照表のみを連結し、連結キャッシュ・フロー計算書は作成して

おりません。
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(企業結合等関係)

(取得による企業結合)

当社は、2026年６月15日開催の取締役会決議に基づき、2026年６月23日付で成田冷蔵株式会社の株式を取得した

ことにより子会社化いたしました。

（1）企業結合の概要

①被取得企業の名称及びその事業内容

被取得企業の名称 成田冷蔵株式会社

事業の内容 製氷業、冷蔵倉庫業、冷凍食品販売、一般食品販売、不動産賃貸業及び付帯事業

②企業結合を行った理由

当社は、高齢社会の進展を背景とした配食サービスの需要の拡大に対応するため、製造・物流・販売の各機能

強化を進めております。成田冷蔵株式会社は、低温物流及び冷凍保管機能を有しており、当社の物流機能との連

携を通じて、配送効率の向上、物流網の強化及び安定供給体制の構築に資するものと判断しております。

また、当社にとって今後の事業基盤強化及び中長期的な企業価値向上に寄与するものと考えております。

③企業結合日

2026年６月23日（みなし取得日 2026年７月31日）

④企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

⑤結合後企業の名称

成田冷蔵株式会社

⑥取得した議決権比率

100％

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価とする株式取得を実施したため、当社を取得企業としております。

（2）連結財務諸表に含まれる被取得企業の業績の期間

当連結会計年度末日をみなし取得日としているため、被取得企業の業績は含まれていません。

（3）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 113,256千円

取得原価 113,256千円

（4）主要な取得関連費用の内訳及び金額

デューデリジェンス費用等 3,398千円

（5）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

①発生したのれんの金額

58,543千円
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なお、上記の金額は、企業結合日以後、決算日までの期間が短く、企業結合日時点の識別可能資産及び負債

の特定及び時価の見積りが未了であるため、取得原価の配分が完了しておらず、暫定的に算定された金額であ

ります。

②発生原因

今後の事業展開によって期待される超過収益力によるものであります。

③償却方法及び償却期間

４年にわたる均等償却を見込んでおります。

なお、当該期間は暫定的に決定したものであり、取得原価の配分の結果を踏まえて最終的に決定する予定であ

ります。

（6）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 45,121 千円

固定資産 18,815 千円

資産合計 63,936 千円

流動負債 5,825 千円

固定負債 ― 千円

負債合計 5,825 千円

（7）取得原価の配分

当連結会計年度末において、企業結合日時点の識別可能資産及び負債の特定及び時価の見積りが未了であるた

め、取得原価の配分が完了しておらず、暫定的に算定された金額にて会計処理を行っております。

（8）企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼす影

響の概算額及びその算定方法

当連結会計年度における概算額の算定が困難であるため、記載しておりません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当連結会計年度は連結財務諸表の作成初年度であり、また、連結子会社のみなし取得日を連結会計年度末日として

いることから、当連結会計年度においては貸借対照表のみを連結しているため、セグメント情報等は作成しておりま

せん。

(１株当たり情報)

当連結会計年度
(自 2025年８月１日
至 2026年７月31日)

１株当たり純資産額 697.64円

(注) 当連結会計年度は連結損益計算書を作成しておりませんので、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当

たり当期純利益は記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年７月31日)

当事業年度
(2026年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,598,872 1,678,156

売掛金 1,433,994 1,480,238

商品及び製品 389,941 396,137

原材料及び貯蔵品 104,221 193,212

前払費用 81,997 85,184

未収入金 463,036 528,487

その他 119,364 102,363

貸倒引当金 △86,483 △89,813

流動資産合計 4,104,944 4,373,967

固定資産

有形固定資産

建物 4,244,506 4,413,733

減価償却累計額 △1,233,842 △1,501,946

建物（純額） 3,010,663 2,911,787

構築物 208,392 342,791

減価償却累計額 △72,739 △91,944

構築物（純額） 135,652 250,846

機械及び装置 3,290,069 3,665,491

減価償却累計額 △1,605,279 △1,977,304

機械及び装置（純額） 1,684,790 1,688,187

車両運搬具 228,251 267,605

減価償却累計額 △106,015 △180,762

車両運搬具（純額） 122,235 86,843

工具、器具及び備品 300,406 384,265

減価償却累計額 △187,764 △252,021

工具、器具及び備品（純額） 112,642 132,244

土地 669,959 669,733

リース資産 6,333 6,333

減価償却累計額 △2,511 △3,603

リース資産（純額） 3,822 2,730

建設仮勘定 71,439 180,567

有形固定資産合計 5,811,205 5,922,940

無形固定資産

ソフトウエア 287,458 215,493

その他 22,636 79,588

無形固定資産合計 310,095 295,081
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年７月31日)

当事業年度
(2026年７月31日)

投資その他の資産

関係会社株式 - 116,654

長期貸付金 31,787 27,316

破産更生債権等 1,066 1,066

長期前払費用 22,911 13,135

繰延税金資産 121,168 133,005

長期未収入金 89,904 114,416

その他 69,654 76,244

貸倒引当金 △109,940 △133,992

投資その他の資産合計 226,553 347,845

固定資産合計 6,347,854 6,565,868

資産合計 10,452,798 10,939,835
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年７月31日)

当事業年度
(2026年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 568,836 551,635

１年内返済予定の長期借入金 339,396 339,396

未払金 716,087 855,124

未払費用 42,335 49,259

未払法人税等 197,430 230,346

預り金 18,932 28,646

株主優待引当金 - 855

契約負債 18,089 29,535

リース債務 1,182 1,061

その他 85,670 84,071

流動負債合計 1,987,960 2,169,931

固定負債

長期借入金 1,341,591 1,002,195

リース債務 2,868 1,806

預り保証金 141,268 130,315

長期契約負債 3,787 4,706

その他 3,210 3,210

固定負債合計 1,492,726 1,142,234

負債合計 3,480,687 3,312,165

純資産の部

株主資本

資本金 735,694 737,891

資本剰余金

資本準備金 725,694 727,891

資本剰余金合計 725,694 727,891

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 5,511,677 6,162,843

利益剰余金合計 5,511,677 6,162,843

自己株式 △956 △957

株主資本合計 6,972,111 7,627,669

純資産合計 6,972,111 7,627,669

負債純資産合計 10,452,798 10,939,835
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年８月１日
至 2025年７月31日)

当事業年度
(自 2025年８月１日
至 2026年７月31日)

売上高 14,918,337 16,212,562

売上原価

商品及び製品期首棚卸高 417,266 389,941

当期製品製造原価 7,243,219 8,131,734

当期商品仕入高 2,606,585 2,468,349

合計 10,267,071 10,990,025

商品及び製品期末棚卸高 389,941 396,137

売上原価合計 9,877,130 10,593,887

売上総利益 5,041,207 5,618,674

販売費及び一般管理費

給料及び手当 452,270 499,813

運賃 1,153,284 1,329,231

減価償却費 400,784 403,764

業務委託費 132,289 136,526

広告宣伝費 539,188 654,988

貸倒引当金繰入額 91,207 48,843

株主優待引当金繰入額 1,079 1,083

その他 1,420,663 1,509,499

販売費及び一般管理費合計 4,190,768 4,583,750

営業利益 850,439 1,034,923

営業外収益

受取利息 10,996 12,516

受取補償金 110,919 83,445

受取手数料 36,425 37,013

受取家賃 22,035 31,216

株主優待引当金戻入額 18,854 -

雑収入 39,344 63,312

営業外収益合計 238,576 227,503

営業外費用

支払利息 11,407 14,276

賃貸費用 37,636 39,125

減価償却費 10,454 10,311

貸倒引当金繰入額 13,410 470

その他 942 6,656

営業外費用合計 73,851 70,841

経常利益 1,015,164 1,191,586

特別損失

固定資産売却損 2,046 1,110

固定資産除却損 6,237 8,448

その他 1,511 -

特別損失合計 9,794 9,559

税引前当期純利益 1,005,369 1,182,026

法人税、住民税及び事業税 320,498 368,182

法人税等調整額 △17,709 △11,836

法人税等合計 302,789 356,345

当期純利益 702,580 825,681
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2024年８月１日 至 2025年７月31日)

(単位：千円)

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 731,387 721,387 721,387 4,971,996 4,971,996 △956 6,423,815 6,423,815

当期変動額

新株の発行

（ 新 株 予 約 権 の 行

使）

4,307 4,307 4,307 8,614 8,614

自己株式の取得 - -

剰余金の配当 △162,899 △162,899 △162,899 △162,899

当期純利益 702,580 702,580 702,580 702,580

当期変動額合計 4,307 4,307 4,307 539,681 539,681 - 548,295 548,295

当期末残高 735,694 725,694 725,694 5,511,677 5,511,677 △956 6,972,111 6,972,111

当事業年度(自 2025年８月１日 至 2026年７月31日)

(単位：千円)

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 735,694 725,694 725,694 5,511,677 5,511,677 △956 6,972,111 6,972,111

当期変動額

新株の発行

（ 新 株 予 約 権 の 行

使）

2,196 2,196 2,196 4,393 4,393

自己株式の取得 △1 △1 △1

剰余金の配当 △174,514 △174,514 △174,514 △174,514

当期純利益 825,681 825,681 825,681 825,681

当期変動額合計 2,196 2,196 2,196 651,166 651,166 △1 655,558 655,558

当期末残高 737,891 727,891 727,891 6,162,843 6,162,843 △957 7,627,669 7,627,669
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年８月１日
至 2025年７月31日)

当事業年度
(自 2025年８月１日
至 2026年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,005,369 1,182,026

減価償却費 931,662 942,267

貸倒引当金の増減額（△は減少） 68,837 27,381

株主優待引当金の増減額（△は減少） △21,826 855

受取利息及び受取配当金 △10,996 △12,516

支払利息 11,407 14,276

有形固定資産除却損 10,703 7,239

有形固定資産売却損益（△は益） - 1,110

無形固定資産除却損 - 1,208

売上債権の増減額（△は増加） △137,001 △46,244

棚卸資産の増減額（△は増加） 35,872 △95,187

仕入債務の増減額（△は減少） △79,499 △17,200

未払消費税等の増減額（△は減少） △572 1,904

契約負債の増減額（△は減少） 10,349 12,364

長期未収入金の増減額（△は増加） △89,904 △24,511

その他 80,860 63,398

小計 1,815,262 2,058,375

利息及び配当金の受取額 10,996 12,516

利息の支払額 △11,872 △14,723

法人税等の支払額 △294,965 △337,301

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,519,421 1,718,867

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △906,172 △959,312

有形固定資産の売却による収入 - 30,274

無形固定資産の取得による支出 △98,221 △84,258

貸付けによる支出 △0 -

貸付金の回収による収入 7,324 6,428

敷金及び保証金の差入による支出 △282 △370

敷金及び保証金の回収による収入 656 126

預り保証金の返還による支出 △9,333 △6,000

預り保証金の受入による収入 11,612 7,429

子会社株式の取得による支出 - △116,654

その他投資の取得による支出 △5,655 △6,344

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,000,072 △1,128,683

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 300,000 -

長期借入金の返済による支出 △331,063 △339,396

ストック・オプションの行使による収入 8,614 4,393

自己株式の取得による支出 - △1

配当金の支払額 △161,899 △174,714

リース債務の返済による支出 △1,220 △1,182

財務活動によるキャッシュ・フロー △185,568 △510,900

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 333,779 79,284

現金及び現金同等物の期首残高 1,265,092 1,598,872

現金及び現金同等物の期末残高 1,598,872 1,678,156
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(持分法損益等)

関連会社がないため該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業内容は、食材製造販売事業の単一セグメントのみであるため、記載を省略しております。

【関連情報】

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略して

おります。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、該当事項はありませ

ん。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2024年８月１日
至 2025年７月31日)

当事業年度
(自 2025年８月１日
至 2026年７月31日)

１株当たり純資産額 639.22円 697.64円

１株当たり当期純利益 64.64円 75.63円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

64.24円 75.46円

(注) １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。

前事業年度
(自 2024年８月１日
至 2025年７月31日)

当事業年度
(自 2025年８月１日
至 2026年７月31日)

１株当たり当期純利益

当期純利益(千円) 702,580 825,681

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益(千円) 702,580 825,681

普通株式の期中平均株式数(株) 10,869,553 10,916,963

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

当期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 67,932 25,276

(うち新株予約権(株)) (67,932) (25,276)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

― ―

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


